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ワ
ク
ワ
ク
、
ド
キ
ド
キ
の
新
1
年
生
（
勝
央
北
小
学
校
入
学
式
）

【
関
連
記
事
６
ペ
ー
ジ
】

ワ
ク
ワ
ク
、
ド
キ
ド
キ
の
新
1
年
生
（
勝
央
北
小
学
校
入
学
式
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記
事
６
ペ
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６
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６
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６
ペ
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ワ
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ド
キ
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1
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小
学
校
入
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式
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関
連
記
事
６
ペ
ー
ジ
】

ワ
ク
ワ
ク
、
ド
キ
ド
キ
の
新
1
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生
（
勝
央
北
小
学
校
入
学
式
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【
関
連
記
事
６
ペ
ー
ジ
】

ワ
ク
ワ
ク
、
ド
キ
ド
キ
の
新
1
年
生
（
勝
央
北
小
学
校
入
学
式
）

【
関
連
記
事
６
ペ
ー
ジ
】

ワ
ク
ワ
ク
、
ド
キ
ド
キ
の
新
1
年
生
（
勝
央
北
小
学
校
入
学
式
）

【
関
連
記
事
６
ペ
ー
ジ
】

ワ
ク
ワ
ク
、
ド
キ
ド
キ
の
新
1
年
生
（
勝
央
北
小
学
校
入
学
式
）

【
関
連
記
事
６
ペ
ー
ジ
】

ワ
ク
ワ
ク
、
ド
キ
ド
キ
の
新
1
年
生
（
勝
央
北
小
学
校
入
学
式
）

【
関
連
記
事
６
ペ
ー
ジ
】

ワ
ク
ワ
ク
、
ド
キ
ド
キ
の
新
1
年
生
（
勝
央
北
小
学
校
入
学
式
）

【
関
連
記
事
６
ペ
ー
ジ
】

ワ
ク
ワ
ク
、
ド
キ
ド
キ
の
新
1
年
生
（
勝
央
北
小
学
校
入
学
式
）

【
関
連
記
事
６
ペ
ー
ジ
】

ワ
ク
ワ
ク
、
ド
キ
ド
キ
の
新
1
年
生
（
勝
央
北
小
学
校
入
学
式
）

【
関
連
記
事
６
ペ
ー
ジ
】

ワ
ク
ワ
ク
、
ド
キ
ド
キ
の
新
1
年
生
（
勝
央
北
小
学
校
入
学
式
）

【
関
連
記
事
６
ペ
ー
ジ
】

ワ
ク
ワ
ク
、
ド
キ
ド
キ
の
新
1
年
生
（
勝
央
北
小
学
校
入
学
式
）

【
関
連
記
事
６
ペ
ー
ジ
】

ワ
ク
ワ
ク
、
ド
キ
ド
キ
の
新
1
年
生
（
勝
央
北
小
学
校
入
学
式
）

【
関
連
記
事
６
ペ
ー
ジ
】

ワ
ク
ワ
ク
、
ド
キ
ド
キ
の
新
1
年
生
（
勝
央
北
小
学
校
入
学
式
）

【
関
連
記
事
６
ペ
ー
ジ
】



2017.5月号 2017.5月号2017.5月号 22017.5月号2017.5月号 2017.5月号3

４
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
 
防
災
行
政
無
線

戸
別
受
信
機
の
設
置
に
つ
い
て
 
す
で
に
戸
別
受
信

機
を
お
持
ち
の
方
に
 
新
型
受
信
機
の
申
込
み
案
内

を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
 
継
続
し
て
戸

別
受
信
機
を
ご
使
用
に
な
ら
れ
る
方
は
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
 
勝
央
町
役
場
総
務
部
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
 

Ｑ
　
受
信
機
が
あ
る
け
ど
、
案
内
が
届
い
て
い

な
い
。

Ａ

平
成
１１
年
度
事
業
の
申
込
台
帳
を
も
と
に
 
案

内
を
送
付
し
て
い
ま
す
 
申
込
者
の
変
更
な
ど
に

よ
り
把
握
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
 
役

場
総
務
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
 

Ｑ
　
２
台
目
が
欲
し
い
。

Ａ

既
に
１
台
あ
り
 
２
台
目
を
申
し
込
ま
れ
る
場

合
は
 
２
台
目
の
分
担
金
２
１，

０
０
０
円
が
必

要
に
な
り
ま
す
 

防
災
行
政
無
線
の

申
込
受
付
は
じ
め
ま
し
た

Ｑ
　
新
し
く
申
し
込
み
た
い
。

Ａ

新
規
申
し
込
み
受
付
は
６
月
か
ら
行
い
ま
す
 

勝
央
町
役
場
総
務
部
に
備
え
付
け
の
申
込
書
ま
た

は
町
の
ホ
ü
ム
ペ
ü
ジ
か
ら
申
込
書
を
ダ
ウ
ン

ロ
ü
ド
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
 

分
担
金
１
台
あ
た
り
２
１，

０
０
０
円
が
必
要

に
な
り
ま
す
 

Ｑ
　
戸
別
受
信
機
の
取
付
は
い
つ
か
ら
。

Ａ

戸
別
受
信
機
の
取
り
付
け
は
６
月
か
ら
９
月
に

か
け
地
区
ご
と
に
行
う
予
定
と
し
て
い
ま
す
 
作

業
は
平
日
︵
９
時
頃
か
ら
１７
時
頃
︶
に
工
事
業
者

が
お
伺
い
し
 
取
り
付
け
を
行
い
ま
す
 

電
波
の
受
信
状
況
 
受
信
設
定
を
行
う
必
要
が

あ
る
た
め
 
勝
央
町
役
場
で
機
械
を
お
渡
し
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
 

Ｑ
　
受
信
機
は
誰
が
つ
け
る
。

Ａ

受
信
機
の
設
置
は
次
の
工
事
業
者
が
お
伺
い
し

ま
す
 

・
会
社
名

協
和
テ
ク
ノ
ロ
ジ
£
ズ
株
式
会
社

☎
３５
ü
２
６
６
６

※
工
事
業
者
は
身

分
証
明
書
を
携

帯
し
て
い
ま

す
 
訪
問
は
作

業
員
が
２
人
で

お
伺
い
し
ま

す
 
設
置
に
係

る
費
用
等
を
そ

の
場
で
請
求
す

る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
 

戸別受信機設置スケジュール

勝間田
（6月第2週〜7月第2週）

植　月
（7月第3週〜第4週）

吉　野
（8月第1週〜第2週）

古吉野
（8月第3週）

高　取
（8月第4週）

新規申込分・公共施設
（7月第1週〜9月第1週）

６　月 ７　月 ８　月 ９　月

勝
央
町
で
は
 
防
災
・
防
犯
情
報
及
び
各
種
行
政
情

報
の
メ
ü
ル
配
信
サ
ü
ビ
ス
を
行
c
て
い
ま
す
 

▼
登
録
方
法

次
の
登
録
用
ア
ド
レ
ス
に
 
件
名
・
本
文
を
入
力
せ

ず
に
メ
ü
ル
を
送
信
し
 
返
信
メ
ü
ル
に
記
載
さ
れ
た

ア
ド
レ
ス
︵
Ｕ
Ｒ
Ｌ
︶
へ
イ
ン
タ
ü
ネ
Ã
ト
接
続
し
た

う
え
で
 
必
要
事
項
を
入
力
し
て
登
録
し
て
く
だ
さ
い
 

登
録
用
メ
ü
ル
ア
ド
レ
ス

e
-sh

o
o
@
x
p
re
ssm

ail.jp

※
Ｑ
Ｒ
コ
ü
ド
対
応
の
携
帯
電
話
を
ご
利
用
の
場
合
 

左
図
か
ら
ア
ド
レ
ス
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
 

※
詳
し
く
は
 
勝
央
町
の
ホ
ü
ム
ペ
ü
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
 

▼
登
録
者
数
︵
４
月
２０
日
現
在
︶

９
９
３
人

▼
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
総
務
部

☎
３８
ü
３
１
１
１

ホ
ü
ム
ペ
ü
ジ

h
ttp

://w
w
w
.to

w
n
.sh

o
o
.lg
.jp

勝央町メール配信サービスを
実施しています

勝央町メール配信サービスを
実施しています

上記期間中に業者がお伺いします。設置の対象は防災無線・メー
ル配信にてお知らせします。なお、設置の日時等は指定できかねま
すので、あらかじめご了承ください。
◆問い合わせ　勝央町役場総務部　☎３８－３１１１
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あ
れ
れこ

まちの話題

あ
れ
れこ

まちの話題

45

受賞した勝央北小学校

３
月
１７
日
 
東
京
都
の
国
立
オ
リ
ン

ピ
Ã
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ü
を
会

場
に
 ﹁
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
国
民
運

動
１０
周
年
記
念
式
典
・
全
国
フ
©
ü
ラ

ム
﹂
が
開
催
さ
れ
 
勝
央
北
小
学
校
が
平

成
２８
年
度
優

れ
た
﹁
早
寝

早
起
き
朝
ご

は
ん
﹂
運
動

の
推
進
に
か

か
る
文
部
科

学
大
臣
表
彰

を
受
賞
し
ま

し
た
 

こ
の
表
彰

は
文
部
科
学

省
が
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
に
必

要
で
あ
る
 
適
切
な
運
動
 
調
和
の
と
れ

た
食
事
 
十
分
な
休
養
・
睡
眠
な
ど
の
基

本
的
な
生
活
習
慣
の
定
着
に
向
け
た
取
り

組
み
を
評
価
す
る
も
の
で
す
 

勝
央
北
小
学
校
で
は
 ﹁
自
分
で
つ
け

よ
う
！
い
い
習
慣
！
﹂
と
題
し
て
 
家
庭

で
の
時
間
の
使
い
方
を
課
題
と
し
 
Ｐ
Ｔ

Ａ
と
連
携
し
な
が
ら
家
庭
で
の
ス
マ
ü
ト

フ
©
ン
や
携
帯
電
話
の
使
い
方
に
﹁
我
が

家
の
ル
ü
ル
﹂
を
つ
く
c
た
り
家
庭
学
習

強
化
週
間
を
設
け
た
り
す
る
な
ど
し
て
 

親
子
で
生
活
習
慣
や
家
庭
学
習
習
慣
の
向

上
に
主
体
的
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
評
価

さ
れ
 
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
 

文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞

勝
央
北
小
学
校

３
月
１５
日
に
青
木
や
ゑ
の

さ
ん
 
３
月
２８
日
に
佐
藤
さ

だ
子
さ
ん
が
１
０
０
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
ら
れ
 
勝
央
町

か
ら
お
祝
い
金
が
 
岡
山
県

か
ら
お
喜
び
の
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
 

青
木
さ
ん
は
 
奈
義
町
に

生
ま
れ
 
結
婚
さ
れ
て
尼
崎

に
出
た
後
 
勝
央
町
に
移
住

し
て
来
ら
れ
ま
し
た
 
生
け

花
や
お
茶
を
習
わ
れ
て
い
た

経
験
が
あ
り
 
腕
前
は
か
な

り
の
も
の
だ
そ
う
で
す
 

ま
た
 
５
 
６
年
前
か
ら
 

折
り
紙
手
芸
を
始
め
ら
れ
 

数
多
く
の
作
品
を
作
ら
れ
て

い
ま
す
 

現
在
は
 
子
４
人
 
孫
７

人
 
曾
孫
１４
人
が
お
ら
れ
ま

す
 長

寿
の
秘
訣
は
﹁
日
々
 

感
謝
し
て
生
き
る
こ
と
﹂
と

話
し
て
い
ま
し
た
 

佐
藤
さ
ん
は
 
勝
央
町
豊

久
田
に
生
ま
れ
 
幼
い
頃
か

ら
踊
り
と
歌
が
大
好
き
で

﹁
も
し
も
し
亀
よ
﹂
や
﹁
盆

踊
り
﹂
な
ど
を
よ
く
歌
い
な

が
ら
踊
c
て
い
た
そ
う
で

す
 ま

た
 
母
親
が
用
意
し
て

く
れ
た
紫
色
の
袴
と
ぽ
c
く

り
を
は
い
て
学
校
に
通
c
た

の
が
 
子
ど
も
の
頃
の
一
番

の
思
い
出
だ
と
話
さ
れ
て
い

ま
し
た
 

今
で
も
 
歌
が
大
好
き
で
 

大
き
な
声
で
歌
わ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
 

３
月
２８
日
現
在
 
町
内
の

１
０
０
歳
以
上
の
人
は
 
青

木
さ
ん
 
佐
藤
さ
ん
を
含
め

１１
人
︵
男
１
人
 
女
１０
人
︶

で
す
 

１
０
０
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

青
木
や
ゑ
の
さ
ん
（
石
　
生
）

佐
藤
さ
だ
子
さ
ん
（
豊
久
田
）


１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
た
青
木
さ
ん


１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
た
佐
藤
さ
ん

４
月
９
日
 
公
民
館
前
駐
車
場
で
平
成
２９
年
度
ス
ポ
ü
ツ

少
年
団
入
団
式
が
行
わ
れ
 
新
た
に
２４
人
の
仲
間
が
加
わ
り
 

団
員
数
は
２
１
９
人
と
な
り
ま
し
た
 

式
で
は
 
少
林
寺
拳
法
ス
ポ
ü
ツ
少
年
団
の
岸
本
莉
実
さ

ん
が
﹁
心
と
体
そ
し
て
技
を
鍛
え
 
団
員
の
友
情
を
深
め
 

勝
央
町
ス
ポ
ü
ツ
少
年
団
の
名
に
恥
じ
な
い
よ
う
力
い
c
ぱ

い
頑
張
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
﹂
と
言
葉
を
述
べ
 
式
後
は
競

技
ご
と
に
分
か
れ
 
練
習
や
試
合
に
臨
み
ま
し
た
 

気
持
ち
を
新
た
に
努
力
を
誓
う

勝
央
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
入
団
式

３
月
２４
日
 
勝
央
中
学
校
で

体
育
館
に
眠
c
て
い
た
グ
ラ
ン

ド
ピ
ア
ノ
の
寄
贈
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
 

寄
贈
先
は
 
岡
山
市
出
身
の

作
曲
家
兼
ピ

ア
ニ
ス
ト
の

山
地
真
美
さ

ん
で
す
 
山

地
さ
ん
は
学

校
に
眠
る
ピ

ア
ノ
を
使
い

た
い
と
思

い
 
県
内
の

市
町
村
に
電
話
で
問
い
合
わ

せ
 
約
７０
年
前
に
旧
勝
央
中
学

校
か
旧
勝
間
田
中
学
校
で
購
入

さ
れ
使
わ
れ
な
く
な
c
て
い
た

グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
を
今
回
寄
贈

す
る
形
に
な
り
ま
し
た
 

寄
贈
式
に
は
勝
央
中
学
校
の

生
徒
約
２
０
０
人
が
参
加
し
 

山
地
さ
ん
に
よ
る
ピ
ア
ノ
演
奏

や
 
生
徒
が
山
地
さ
ん
の
伴
奏

に
合
わ
せ
て
﹁
旅
立
ち
の
日
に
﹂

の
合
唱
が
行
わ
れ
 
記
念
す
べ

き
式
と
な
り
ま
し
た
 

眠
っ
て
い
た
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
が
蘇
る

グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
寄
贈
式

誓
い
の
言
葉
を
述
べ
る
岸
本
莉
実
さ
ん
▼

▲
寄
贈
さ
れ
た
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
を
演
奏
す
る
山
地
さ
ん

に
勝
田
郡
の
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
 

大
会
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
 

︵
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
︶

優
　
勝
　
第
２
分
団
︵
吉
　
野
︶

︻
出
場
選
手
︼

指
揮
者
　
廣
友
和
幸
　
１
番
員
　
山
本
浩
二

２
番
員
　
水
嶋
史
弥
　
３
番
員
　
福
田
健
治

４
番
員
　

田
和
久

︵
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部
︶

優
　
勝
　
第
５
分
団
︵
高
　
取
︶

︻
出
場
選
手
︼

指
揮
者
　
山
本
憲
史
　
１
番
員
　
中
島
啓
介

２
番
員
　
安
東
廷
丈
　
３
番
員
　
平
田
裕
樹

第
３
位
　
第
２
分
団
︵
吉
　
野
︶

４
月
１６
日
 
奈
義
町
総
合
運
動
公
園
を
会
場
に
 

第
４９
回
勝
田
郡
消
防
操
法
訓
練
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
 

自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
で
は
第
２

分
団
︵
吉
野
︶
が
優
勝
 
小
型
動

力
ポ
ン
プ
の
部
で
は
第
５
分
団

︵
高
取
︶
が
優
勝
 
第
２
分
団

︵
吉
野
︶
が
第
３
位
と
な
り
 
こ

の
結
果
 
勝
央
町
消
防
団
が
総
合

優
勝
を
飾
り
ま
し
た
 

小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部
で
優
勝

し
た
第
５
分
団
は
 
５
月
２１
日
に

岡
山
県
消
防
学
校
で
行
わ
れ
る
第

６４
回
岡
山
県
消
防
操
法
訓
練
大
会

勝
央
町
消
防
団
が
総
合
優
勝

勝
田
郡
消
防
操
法
訓
練
大
会

▲
総
合
優
勝
し
た
勝
央
町
消
防
団

久
本
専
務
︵
右
︶
か
ら
目
録
が
渡
さ
れ
ま
し
た
▼

４
月
４
日
 
勝
英
農
業
協
同
組
合
か
ら
町
教
育
委

員
会
へ
農
業
用
教
材
本
の
贈
呈
が
行
わ
れ
 
久
本
常

務
か
ら
竹
久
教
育
長
に
目
録
が
渡
さ
れ
ま
し
た
 

今
回
寄
贈
さ
れ
た
の
は
﹁
農
業
と
わ
た
し
た
ち
の

く
ら
し
︵
児
童
用
・
教
師
用
指
導
書
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
︶﹂

で
勝
間
田
小
学
校
へ
７０
部
 
勝
央
北
小
学
校
へ
５０
部

が
贈
ら
れ
 
授
業
な
ど
で
活
用
さ
れ
ま
す
 

農
業
を
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い

勝
英
農
業
協
同
組
合
か
ら
寄
贈
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主催：勝央町ウォーキングの会
後援：いきいき金太郎健康の郷づくり推進会議

※問い合わせ先：勝央町役場健康福祉部（☎３８－７１０２）※問い合わせ先：勝央町役場健康福祉部（☎３８－７１０２）

と　き　平成２９年５月１４日（日）

　　　　９：００　勝央緑地運動公園集合

　　　　　　　　　（約２時間：およそ６.６㎞）

コース　緑地運動公園～工業団地内～

　　　　　　　　　　　　　　　岡山県林業試験場

見どころ　勝央町の花「ツツジ」と「サツキ」を見に

　　　　行きましょう。

持参物　飲み物、ウォーキングの思い出（スタンプを押します）　　雨模様の場合は雨具、カメラをお持ちの人はご持参ください。

参加費　保険料５０円（平成２９年度初回参加の人）

その他　●当日、受付でより詳しいコース図をお渡しします。　●事前の申し込みは不要です。

※集合場所が分からない人は、総合保健福祉センターに８：３０までに各自、車でお集まりください。スタッフが先導してご案内します。

　　　　●最後尾は車でまわりますので、「途中で歩けなくなったら」な

　　　　　どと心配せず、お気軽にご参加ください。

と　き　平成２９年５月１４日（日）

　　　　９：００　勝央緑地運動公園集合

　　　　　　　　　（約２時間：およそ６.６㎞）

コース　緑地運動公園～工業団地内～

　　　　　　　　　　　　　　　岡山県林業試験場

見どころ　勝央町の花「ツツジ」と「サツキ」を見に

　　　　行きましょう。

持参物　飲み物、ウォーキングの思い出（スタンプを押します）　　雨模様の場合は雨具、カメラをお持ちの人はご持参ください。

参加費　保険料５０円（平成２９年度初回参加の人）

その他　●当日、受付でより詳しいコース図をお渡しします。　●事前の申し込みは不要です。

※集合場所が分からない人は、総合保健福祉センターに８：３０までに各自、車でお集まりください。スタッフが先導してご案内します。

ウォーキングの集いウォーキングの集いウォーキングの集い
と　き　平成２９年６月３日（土）

　　　　９：００　高取多目的研修集会所集合

　　　　　　　　　（約１時間３０分：

　　　　　　　　　　　　　　　　およそ４.２㎞）

コース　高取多目的研修集会所～八幡神社～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　為本地区

見どころ　八幡神社に参拝し、為本地区内を歩きま

　　　　しょう。

と　き　平成２９年６月３日（土）

　　　　９：００　高取多目的研修集会所集合

　　　　　　　　　（約１時間３０分：

　　　　　　　　　　　　　　　　およそ４.２㎞）

コース　高取多目的研修集会所～八幡神社～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　為本地区

見どころ　八幡神社に参拝し、為本地区内を歩きま

　　　　しょう。

至
津
山

至
美
作

N

西勝間田駅

西勝間田駅黒坂
簡易局
黒坂
簡易局

高取
保育園
高取
保育園 R179R179

中国自動車道中国自動車道

集合場所
高取地区多目的研修集会所

N

R179R179

勝
間
田
高
校

勝
間
田
高
校

勝央中核工業団地勝央中核工業団地

太平台医院太平台医院

勝間田小勝間田小

勝央町役場勝央町役場

集合場所
勝央緑地運動公園

65歳以上のためのノルディックウォーキング基礎講習会
◆
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
は

両
手
に
ポ
ü
ル
を
持
ち
 
交
互
に
突
い
て
腕
を
振
り
な
が
ら

前
進
す
る
ウ
©
ü
キ
ン
グ
で
す
 
通
常
の
ウ
©
ü
キ
ン
グ
と
比

較
す
る
と
上
半
身
を
含
む
運
動
に
な
る
た
め
 
約
４０
％
か
ら

５０
％
の
運
動
効
果
が
あ
り
ま
す
 
ポ
ü
ル
を
使
c
て
下
半
身
へ

の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
で
長
距
離
歩
行
が
可
能
な
ど
の
効
果

が
あ
り
 
足
腰
に
不
安
が
あ
る
人
で
も
参
加
で
き
ま
す
 

▼
日
　
時

５
月
１９
日
︵
金
︶
９
時
３０
分
 
１１
時
３０
分

※
次
回
は
６
月
１６
日
︵
金
︶ 
８
月
１８
日
︵
金
︶
に
開
催
し
ま
す
 

︵
年
８
回
予
定
︶

▼
場
　
所

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ü

▼
対
　
象

町
内
に
在
住
の
６５
歳
以
上
の
人

※
た
だ
し
 
医
師
か
ら
疾
患
に
よ
る
運
動
制
限
な
ど
が
あ
る
人

は
お
断
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
 

▼
内
　
容

専
門
の
資
格
を
持
c
た
講
師
が
 
ポ
ü
ル
の
正
し
い
持
ち
方
 

歩
き
方
 
姿
勢
な
ど
基
本
か
ら
お
伝
え
し
ま
す
 

▼
参
加
費

無
料
︵
た
だ
し
 
傷
害
保
険
な
ど
の
加
入
は
各
自
で
お
願
い

し
ま
す
︶

※
ポ
ü
ル
は
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
 ︵
購
入
も
可
能
で
す
︶

▼
持
ち
物

運
動
の
で
き
る
服
装
 
屋
内
・
屋
外
用
シ
å
ü
ズ
 
水
分
補

給
で
き
る
も
の

▼
申
込
み

勝
央
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ü

☎
３８
ü
３
０
２
８

※
参
加
を
希
望
さ
れ
る
人
は
 
人
数
確
認
の
た
め
 
事
前
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
 

４
月
１０
日
 
町
内
の
小
・
中
学
校
で
平
成
２９
年
度

入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
 

新
入
生
た
ち
は
真
新
し
い
制
服
に
身
を
包
み
 
緊

張
し
た
面
持
ち
な
が
ら
 
こ
れ
か
ら
始
ま
る
新
し
い

生
活
へ
の
希
望
と
期
待
を
胸
に
 
落
ち
着
い
た
態
度

で
式
に
臨
み
ま
し
た
 

勝
央
北
小
学
校
で
は
 
青
木
校
長
か
ら
﹁
入
学
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 
今
日
か
ら
皆
さ
ん
は
勝
央

北
小
学
校
の
１
年
生
で
す
 
元
気
よ
く
あ
い
さ
つ
を

し
 
お
友
だ
ち
と
仲
良
く
な
る
た
め
に
自
分
か
ら
声

を
か
け
 
勉
強
は
自
分
か
ら
進
ん
で
行
い
ま
し
�
う
 

明
日
か
ら
楽
し
い
生
活
が
始
ま
り
ま
す
 
笑
顔
で
学

校
に
来
て
く
だ
さ
い
ね
﹂

と
お
祝
い
の
言
葉
が
述
べ

ら
れ
 
在
校
生
か
ら
は
お

迎
え
の
言
葉
と
歌
が
贈
ら

れ
ま
し
た
 

今
年
度
は
 
勝
間
田
小

学
校
６７
人
︵
男
３１
人
 
女

３６
人
︶ 
勝
央
北
小
学
校

４０
人
︵
男
１７
人
 
女
２３
人
︶ 

勝
央
中
学
校
９１
人
︵
男
４８

人
 
女
４３
人
︶
の
児
童
・

生
徒
が
新
し
い
学
校
生
活

を
ス
タ
ü
ト
さ
せ
ま
し

た
 

新
た
な
希
望
を
胸
に

町
内
小
・
中
学
校
入
学
式

式に臨む１年生（勝央北小学校）

４
月
３
日
 
勝
央
町
役
場
の
町
長
室
で

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
委
嘱
状
交
付
式
が

行
わ
れ
 
勝
央
町
で
初
め
て
の
協
力
隊
と

し
て
大
阪
府
豊
中
市
か
ら
来
ら
れ
た
柴
田

聡
さ
ん
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
 
地
域
力
の

維
持
・
強
化
を
目
的
に
地
域
外
の
人
材
を

積
極
的
に
受
け
入
れ
 
地
域
協
力
活
動
を

行
c
て
も
ら
い
な
が
ら
定
住
・
定
着
を
図

る
制
度
で
す
 

柴
田
さ
ん
は
 
大
阪
の
ア
パ
レ
ル
卸
売

会
社
で
営
業
と
し
て
定
年
ま
で
勤
め
ら
れ

ま
し
た
 

そ
の
知
識
と
経
験
を
活
か
し
て
 
先
月

プ
レ
オ
ü
プ
ン
し
た
﹁
勝
央
こ
こ
ろ
ざ
し

シ
§
ア
ス
ペ
ü
ス
 
共
有
の
場
 
﹂
を
拠

点
に
 
シ
§
ア
ス
ペ
ü
ス
の
運
営
や
地
域

活
性
化
事
業
の
支
援
 
体
験
型
観
光
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
な
ど
幅
広
く
活
動
し
て
い
た

だ
き
ま
す
 

勝
央
町
の
さ
ら
な
る
活
性
化
に
期
待

地
域
お
こ
し
協
力
隊
委
嘱
状
交
付
式

▲
委
嘱
状
を
受
け
取
り
 
水
嶋
町
長
と
握
手
す
る
柴
田
聡
さ
ん
︵
右
︶

３
月
２５
日
 
勝
央
図
書
館
を
会
場
に
図
書

館
フ
§
ス
テ
£
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
 

こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
 
本
の
貸
出
体
験
 

豆
本
講
座
に
よ
る
本
づ
く
り
体
験
を
始
め
 

ク
イ
ズ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ü
や
読
み
聞
か
せ
ボ

ラ
ン
テ
£
ア
に
よ
る
本
の
紹
介
 
本
の
探
偵

赤
木
か
ん
子
さ
ん
に
よ
る
ワ
ü
ク
シ
ç
Ã
プ

と
講
演
会
 
小
さ
な
フ
ü
ド
コ
ü
ト
な
ど
多

数
の
催
し
が
あ
り
 
町
内
外
か
ら
来
た
参
加

者
は
そ
れ
ぞ
れ
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
 

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
 
町
内
保
育
園
児

の
神
田
彩
葉
さ
ん
は
 ﹁
ク
イ
ズ
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ü
で
は
 
何
回
も
挑
戦
し
 
本
の
貸
出

体
験
で
は
カ
ウ
ン
タ
ü
で
ピ
Ã
と
貸
出
が
で

き
て
 
楽
し
か
c
た
で
す
﹂
と
話
し
て
い
ま

し
た
 

ま
た
 
津
山
市
か
ら
来
場
し
参
加
し
た
岡

田
尚
子
さ
ん
は
﹁
豆
本
講
座
に
参
加
し
ま
し

た
が
 
キ
Ã
ト
を
組
み
立
て
な
が
ら
 
ひ
と

つ
の
本
に
し
て
い
く
過
程
が
お
も
し
ろ
か
c

た
で
す
﹂
と
話
し
て
い
ま
し
た
 

図
書
館
を
気
軽
に
楽
し
ん
で

図
書
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

豆
本
講
座
で
本
作
り
体
験
を
す
る
よ
う
す
▼
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今月満１歳になるお子さんです。

（誕生日順）笑 顔

※6月で満1歳になる、お子さんの写真を募集しています。

　写真と40字以内のメッセージを添えて5月8日㈪までに

　勝央町役場総務部へ送付してください。

　なお、勝央町に住民登録をしている人に限ります。

子どもは町の宝子どもは町の宝
いつまでもこの町を愛してください。
また、広報紙に顔を出してね。

89

（敬称略）
（成績は、勝央町内関係分のみ掲載）

◇

第
３４
回
若
獅
子
旗
な
ぎ
な
た

大
会
（
３
／
２６
福
岡
市
九
電

記
念
体
育
館
）

試
合
競
技

︵
小
学
低
学
年
の
部
︶

第
３
位
　
平
田
　
煌

◇

第
５
回
大
倉
卓
夫
旗
争
奪
剣

道
錬
成
大
会
（
２
／
１９
白
梅

体
育
館
）

︵
低
学
年
の
部
︶

準
優
勝
　
養
徳
館
道
場

︵
高
学
年
の
部
︶

優
　
勝
　
養
徳
館
道
場

◇

第
３０
回
滝
山
杯
少
年
剣
道
錬

成
大
会
（
３
／
２０
勝
間
田
高

校
体
育
館
）

︵
低
学
年
の
部
︶

優
　
勝
　
養
徳
館
道
場
Ａ

︵
高
学
年
の
部
︶

優
　
勝
　
養
徳
館
道
場
Ａ

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

今年度も街道祭を開催しますので、各イベントの参加者を募集します。

◎街道祭参加者（個人・団体）募集
■街道アートフリマ
アクセサリーや小物などの雑貨、陶芸や木工などさまざまな手づくり作品の展示・販売・ワークショップを
街道沿いで行います。町内外、プロ・アマを問わず出店できます。
■ストリートパフォーマンス〈１０日のみ開催〉
街道沿いをステージに歌や音楽、踊りなどさまざまなパフォーマンスで盛り上げます。町内在住・在勤・在
学の方で、プロ・アマ、ジャンルを問わず参加できます。
■街道フードコート〈飲食テント〉
街道祭で来場者へ飲食の販売を行います。町内在住の個人や町内で活動している団体または町内に事業所の
ある方に限ります。
※詳細は、折り込みの「第６回街道祭参加者募集」チラシをご覧ください。

【応募方法】折り込みチラシの申込書に必要事項をご記入のうえ、郵送、ＦＡＸ、メールまたは持参してくだ
さい。

【申込締切】※電話での申し込みは受け付けていません。
【申込締切】5月26日（金）
【申込・問い合わせ先】
■街道アートフリマ・ストリートパフォーマンス
勝央町教育委員会教育振興部 ☎３８−１７５３ ３８−２５８０ E-mail：syakaikyouiku@town.shoo.okayama.jp
■街道フードコート（飲食テント）
勝央町役場産業建設部　☎３８−３１１２ ３８−３１２０ E-mail：sangyou@town.shoo.okayama.jp

●開催予定日時：9月9日（土）・10日（日）10：00～15：00（予定）　●会場：出雲街道勝間田宿（勝央町勝間田地区）2017
第6回

個人情報保護のため、

ホームページ上では掲載しておりません。
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お知らせのページ

役場への電話・メール

総　務　部（☎３８−３１１１）
soumu

@town.shoo.okayama.jp

産業建設部
農業・林業・農業委員会

（☎３８−３１１２）
sangyou

@town.shoo.okayama.jp

土木・都市計画
（☎３８−３１１３）

kensetsu
@town.shoo.okayama.jp

税務住民部
税　務（☎３８−３１１４）
zeimu

@town.shoo.okayama.jp

国　　 保（☎３８−３１１５）
iryou

@town.shoo.okayama.jp
戸籍・年金（☎３８−３１１６）
choumin

@town.shoo.okayama.jp

健康福祉部（☎３８−７１０２）
福　祉
fukushi

@town.shoo.okayama.jp

保健・環境
kankyouhoken

@town.shoo.okayama.jp

上下水道部（☎３８−３１１７）
上　水
suidou

@town.shoo.okayama.jp

下　水
gesuidou

@town.shoo.okayama.jp

出　納　室（☎３８−１７５１）
suitou

@town.shoo.okayama.jp

教育委員会
教育振興部
学校教育（☎３８−１７５２）
gakuji

@town.shoo.okayama.jp

社会教育（☎３８−１７５３）
syakaikyouiku

@town.shoo.okayama.jp

議会事務局（☎３８−１７５４）
gikai@town.shoo.okayama.jp

ごみ収集及び振替収集は
ありません

５月３日（水）・４日（木）・５日（金）は祝日のため、

ごみ収集及び振替収集はありません。また、１日（月）

及び２日（火）は可燃ごみのみ収集しますので、ご注意

ください。

なお、ごみは各地区の決まった時間内にそれぞれの

収集場所に出してください。

問い合わせ先

勝央町役場健康福祉部　☎３８−７１０２

相
談

勝
央
町
で
は
 
岡
山
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ü
の
専
門
相
談
員
に
よ
る
無

料
相
談
を
行
c
て
い
ま
す
 
商
品
や

サ
ü
ビ
ス
な
ど
 
消
費
生
活
全
般
に

関
す
る
苦
情
や
問
い
合
わ
せ
 
架
空

請
求
 
多
重
債
務
な
ど
 
さ
ま
ざ
ま

な
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
 

相
談
は
予
約
制
で
 
受
け
た
事
柄

に
つ
い
て
は
 
秘
密
は
堅
く
厳
守
さ

れ
ま
す
 

▼
日
　
時

５
月
２３
日
︵
火
︶

１０
時
 
１５
時

▼
場
　
所

勝
央
町
役
場
税
務
住
民
部
消
費
者

相
談
窓
口

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
税
務
住
民
部

☎
３８
ü
３
１
１
６

消
費
生
活

相
　
談

町
で
は
 
結
婚
に
関
す
る
無
料
相

談
会
を
行
c
て
い
ま
す
 
当
日
は
空

き
が
あ
れ
ば
予
約
不
要
で
 
結
婚
支

援
員
に
よ
る
仲
介
も
希
望
で
き
ま

す
 詳

細
は
 
勝
央
町
役
場
の
ホ
ü
ム

ペ
ü
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
 

▼
日
　
時

５
月
１４
日
︵
日
︶

１３
時
３０
分
 
１５
時
３０
分

※
相
談
時
間
３０
分
 

▼
場
　
所

勝
央
町
役
場
２
階
第
三
委
員
会
室

▼
対
象
者

町
内
在
住
及
び
居
住
意
思
の
あ
る

２０
歳
以
上
５０
歳
未
満
独
身
男
女
 
ま

た
は
 
そ
の
ご
家
族
︵
町
内
在
住
者
︶

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
総
務
部

☎
３８
ü
３
１
１
１

ホ
ü
ム
ペ
ü
ジ

h
ttp

://te
iju

.to
w
n
.sh

o
o
.lg
.jp

勝
央
町
結
婚
相
談
会

「
マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
ト
勝
央
」
開
催

募
集

お
知
ら
せ

自動車税は5月31日までに

納付しましょう

自動車税は、４月１日現在の名義人に１

年分課税されます。５月３１日の納期限まで

に納付しましょう。

次のような場合には、岡山運輸支局で手

続きをしてください。

・他人に譲渡した場合

・新車購入時に下取車として出した場合

・住所を変更した場合

・抹消（廃車）した場合

問い合わせ先

岡山県美作県民局税務部

☎２３−１２７２（課税課）

☎２３−１２６７（収税課）

平成２７年度と平成２８年度の介

護保険料のうち、第１段階の人に

対する介護保険料については、平

成２６年４月の消費税率の引き上げ

に合わせ、軽減措置が行われてい

ます。

介護保険料（年額）

４０，２００円→３６，１８０円

（差額は公費負担）

また、国が平成２９年度について、

消費税率の引き上げに合わせて軽

減措置対象者を見直すこととして

いましたが、税率の引き上げ実施

が平成３１年１０月に延期されたこ

とに伴い、平成２９年度の軽減対象

者はこれまでと同じく第１段階の

人で軽減額も同じになります。ま

た、軽減予定となっていた第２段

階と第３段階の人については現時

点では未定となっています。

問い合わせ先

勝央町役場健康福祉部

☎３８−７１０２

介護保険料の

お知らせ

工
業
統
計
調
査
は
 
日
本
に
お
け

る
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
政
府
の
重
要
な
調

査
で
 
統
計
法
に
基
づ
く
報
告
義
務

の
あ
る
基
幹
統
計
調
査
で
す
 

○
従
業
者
４
人
以
上
の
全
て
の
製
造

事
業
所
を
対
象
に
平
成
２９
年
６
月

１
日
時
点
で
実
施
し
ま
す
 

○
調
査
の
結
果
は
中
小
企
業
施
策
や

地
域
振
興
な
ど
 
国
及
び
地
域
行

政
施
策
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し

て
利
活
用
さ
れ
ま
す
 

○
調
査
票
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た
内

容
は
 
統
計
作
成
の
目
的
以
外

︵
税
の
資
料
な
ど
︶
に
使
用
す
る

こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
 

▼
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
総
務
部

☎
３８
ü
３
１
１
１

平
成
29
年
工
業
統
計
調
査
を

実
施
し
ま
す

４
月
か
ら
津
山
駅
前
バ
ス
乗
り
場

が
津
山
駅
北
口
変
更
に
な
c
て
い
ま

す
 
勝
央
町
を
経
由
す
る
バ
ス
乗
り

場
は
次
の
と
お
り
で
す
 

・
勝
間
田
線
︵
路
線
バ
ス
③
乗
り
場
︶

・
勝
田
バ
ス
︵
路
線
バ
ス
⑤
乗
り
場
︶

▼
問
い
合
わ
せ
先

・
中
鉄
北
部
バ
ス
株
式
会
社

︵
勝
間
田
線
︶

☎
２７
ü
２
８
２
７

・
美
作
市
く
ら
し
安
全
課︵

勝
田
バ
ス
︶

☎
０
８
６
８
ü
７２
ü
５
２
０
２

▼
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
総
務
部
元
気
な
ま
ち

推
進
室

☎
３８
ü
３
１
１
１

津
山
駅
前
の
バ
ス
乗
り
場
が

変
更
に
な
っ
て
い
ま
す

学
生
が
ア
ル
バ
イ
ト
を
す
る
際
 

事
業
主
の
労
働
基
準
法
に
違
反
す
る

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き

込
ま
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
 
ト
ラ

ブ
ル
の
中
に
は
 
必
要
な
知
識
を

持
c
て
い
れ
ば
簡
単
に
避
け
ら
れ
る

も
の
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
 
厚
生

労
働
省
で
は
 
今
年
度
４
月
か
ら
７

月
ま
で
 
全
国
の
大
学
生
な
ど
を
対

象
に
 
ア
ル
バ
イ
ト
を
始
め
る
前
に

労
働
条
件
の
確
認
を
促
す
こ
と
な
ど

を
目
的
と
し
た
﹁
ア
ル
バ
イ
ト
の
労

働
条
件
を
確
か
め
よ
う
！
﹂
キ
ã
ン

ペ
ü
ン
を
実
施
し
ま
す
 

そ
れ
に
伴
い
 
岡
山
労
働
局
で
は

大
学
へ
の
出
張
相
談
や
総
合
労
働
相

談
コ
ü
ナ
ü
へ
の
﹁
若
者
相
談
コ
ü

ナ
ü
﹂
の
設
置
な
ど
を
行
い
ま
す
 

▼
相
談
先

労
働
条
件
相
談
ほ
c
と
ラ
イ
ン

☎
０
１
２
０
ü
８
１
１
ü
６
１
０

︵
月
 
金
　
１７
時
 
２２
時
︶

︵
土
・
日
　
１０
時
 
１７
時
︶

▼
問
い
合
わ
せ

岡
山
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

☎
０
８
６
ü
２
２
５
ü
２
０
１
７

ア
ル
バ
イ
ト
の
労
働
条
件
を

確
か
め
よ
う
！

勝
央
町
で
は
 
都
市
部
か
ら
勝
央

町
へ
移
住
し
 
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
む
﹁
地
域
お
こ
し
協
力
隊
﹂
を
募

集
し
て
い
ま
す
 
地
元
へ
愛
着
を

持
c
て
い
る
Ｕ
タ
ü
ン
希
望
者
や
地

域
活
性
化
に
興
味
が
あ
る
人
を
知
c

て
い
ま
し
た
ら
ぜ
ひ
お
誘
い
く
だ
さ

い
 
先
月
プ
レ
オ
ü
プ
ン
し
た
﹁
勝

央
こ
こ
ろ
ざ
し
シ
§
ア
ス
ペ
ü
ス
 

共
有
の
場
 
﹂
を
拠
点
に
勝
央
町
を

元
気
に
す
る
お
手
伝
い
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
 

募
集
に
関
す
る
詳
し
い
こ
と
は
 

町
ホ
ü
ム
ペ
ü
ジ
を
見
て
い
た
だ
く

か
 
勝
央
町
役
場
総
務
部
元
気
な
ま

ち
推
進
室
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
 

地
域
お
こ
し
協
力
隊

募
　
集

岡
山
県
立
北
部
高
等
技
術
専
門
校

美
作
校
で
は
次
の
と
お
り
訓
練
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
 

▼
募
集
科
︵
定
員
︶

パ
ソ
コ
ン
ワ
ü
ク
初
級
科
︵
１５
人
︶

▼
訓
練
期
間

７
月
４
日
︵
火
︶
 
１０
月
３１
日
︵
火
︶

▼
対
象
者

公
共
職
業
安
定
︵
ハ
ロ
ü
ワ
ü
ク
︶

所
長
の
受
講
指
示
 
若
し
く
は
 
受

講
推
薦
が
受
け
ら
れ
る
人

▼
募
集
期
限

５
月
３１
日
︵
水
︶

▼
選
考
日

６
月
１５
日
︵
木
︶

▼
申
込
方
法

入
校
願
書
を
公
共
職
業
安
定
所
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
 

▼
問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
立
北
部
高
等
技
術
専
門
校

美
作
校

☎
０
８
６
８
ü
７２
ü
０
４
５
３

訓
練
生

募
　
集



2017.5月号 2017.5月号2017.5月号 122017.5月号2017.5月号 2017.5月号13

勝
央
町
国
民
健
康
保
険

限
度
額
適
用
認
定
証
に
つ
い
て

勝
央
町
国
民
健
康
保
険

限
度
額
適
用
認
定
証
に
つ
い
て

平
成
28
年
度
勝
央
文
化
ホ
ー
ル

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
当
選
者

平
成
28
年
度
勝
央
文
化
ホ
ー
ル

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
当
選
者

入
院
や
日
帰
り
の
手
術
な
ど
の
た
め
に
 

高
額
な
医
療
費
が
か
か
る
場
合
 
限
度
額
適

用
認
定
証
を
医
療
機
関
へ
提
示
す
る
こ
と

で
 
窓
口
で
の
支
払
い
を
一
定
の
金
額
︵
限

度
額
︶
ま
で
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
 

認
定
証
は
 
申
請
に
よ
c
て
交
付
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
 ︵
７０
歳
以
上
︵
後
期

高
齢
者
医
療
を
含
む
︶
の
人
は
 
町
民
税
非

課
税
世
帯
の
場
合
の
み
申
請
で
き
ま
す
︶

限
度
額
は
 
所
得
区
分
に
よ
c
て
異
な
り

ま
す
の
で
 
認
定
証
の
記
載
に
よ
り
ご
確
認

く
だ
さ
い
 

▼
申
請
に
必
要
な
書
類

・
国
民
健
康
保
険
証
　
・
印
鑑

※
本
人
以
外
が
手
続
き
す
る
場
合
 
次
の
書

類
も
必
要
で
す
 

・
免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類

※
本
人
と
世
帯
が
異
な
る
人
が
手
続
き
す
る

場
合
 
本
人
と
の
関
係
が
確
認
で
き
る
書

類
 
ま
た
は
委
任
状
が
必
要
で
す
の
で
 

事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
 

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
税
務
住
民
部

☎
３８
ü
３
１
１
５

平
成
２８
年
度
の
勝
央
文
化
ホ
ü
ル
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ü
は
 
厳
正
な
抽
選
の
結
果
次
の
人

が
当
選
さ
れ
ま
し
た
 
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
 

影
山
　
逸
子
︵
勝
央
町
︶

田
中
　
保
雄
︵
勝
央
町
︶

秋
山
　
包
子
︵
勝
央
町
︶

幸
　
　
弘
夫
︵
勝
央
町
︶

小
島
智
恵
子
︵
勝
央
町
︶

藤
田
　
信
子
︵
勝
央
町
︶

中
川
　
知
子
︵
美
作
市
︶

永
幡
恵
理
子
︵
奈
義
町
︶

三
牧
　
敏
信
︵
真
庭
市
︶

森
上
　
昭
子
︵
美
作
市
︶

本
年
度
も
勝
央
文
化
ホ
ü
ル
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ü
を
開
催
し
ま
す
 
ス
タ
ン
プ
を
４
個
集

め
て
ぜ
ひ
 
ご
応
募
く
だ
さ
い
 
応
募
シ
ü

ト
は
 
チ
ケ
Ã
ト
購
入
時
ま
た
は
公
演
当
日

に
勝
央
文
化
ホ
ü
ル
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ü
カ

ウ
ン
タ
ü
に
て
お
渡
し
し
ま
す
 

平
成
２９
年
度
の
公
演
一
覧
は
 
４
月
号
広

報
紙
の
折
込
チ
ラ
シ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
 

確認じゃ！

臨時福祉給付金（経済対策分）

のお知らせ
臨時福祉給付金とは、平成２６年４月に実施した消費税率の引き上げによる影響を緩和するため、所得が低い人

に暫定的・臨時的な措置として支給するものです。このたびは、消費税率の引き上げが平成３１年１０月に延期され

たことを踏まえ、平成２９年４月から平成３１年９月までの２年半分を、臨時福祉給付金（経済対策分）として支給

します。

支給対象者

平成28年１月１日時点で勝央町に住民登録があり、平成28年度の町

県民税（住民税）が課税されていない人

※ただし、以下の場合は対象になりません

・市町村民税が課税されている人の税法上の扶養親族になっている場合

・平成２８年１日１日時点で生活保護の受給者である場合

（平成２８年１月２日から１０月１日までの間に生活保護停止または廃

止された場合は対象となります）

支給額

対象者１人につき１万５千円（支給は１回限り）

申請期間

平成２９年５月８日（月）〜８月３１日（木）（当日消印有効）

申請方法

該当と思われる人（世帯）には、受付開始日までに申請書などを送付します。申請期間内に申請書に必要書類

を貼付のうえ、同封の返信用封筒で郵送するか、勝央町役場１階「給付金申請窓口」へ直接持参してください。

必要な添付書類　

・本人確認書類の写し

支給対象者全員（運転免許証・マイナンバーカード・パスポートなど。顔写真付きのものがない人は健康保

険証でも可）

※マイナンバー通知カードは本人確認書類になりません

・振込口座の通帳のコピー

平成２８年度臨時福祉給付金の振込口座登録がない申請者

・市区町村民税が非課税である証明書

・他市町村で課税される人（対象者本人）

・他市町村で課税される人に扶養されている人（扶養者）

※ただし、平成２８年臨時福祉給付金と同じ口座に振り込みを希望し、受給者全員に変更

がない場合は、添付書類を省略できます。

※場合によっては別途必要となる書類があります。詳しくは、お送りする案内をご確認

ください。

申請・お問い合わせ先

勝央町役場税務住民部臨時福祉給付金係

☎３８−３１１５（平日８時３０分〜１７時）

厚生労働省給付金専用ダイヤル

☎０５７０−０３７−１９２

（平日９時〜１８時。土曜日・日曜日・祝日も開設）

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
の
「
振
り

込
め
詐
欺
」
や
「
個
人
情
報
の
詐

取
」
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

カクニンジャパブリック・コメントを募集します
○
第
４
次
勝
央
町
振
興
計
画
︵
後
期
基
本
計

画
︶
素
案

▼
策
定
の
基
本
的
な
考
え
方

本
素
案
は
 
平
成
２４
年
度
か
ら
平
成
３３
年

度
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
第
４

次
勝
央
町
振
興
計
画
の
後
期
基
本
計
画
で
す
 

平
成
２９
年
度
か
ら
５
年
間
の
後
期
基
本
計

画
は
 
前
期
基
本
計
画
の
進
捗
状
況
の
検
証

や
住
民
意
識
調
査
結
果
の
分
析
を
実
施
し
 

各
種
資
料
に
基
づ
き
外
部
委
員
を
含
め
た
審

議
会
等
で
検
討
し
 
策
定
し
た
も
の
で
す
 

▼
募
集
期
限

５
月
１２
日
︵
金
︶

▼
結
果
等
公
表
時
期

５
月
下
旬
︵
予
定
︶

○
勝
央
町
国
民
健
康
保
険
保
健
事
業
実
施
計

画
︵
デ
ü
タ
ヘ
ル
ス
計
画
︶︵
案
︶

▼
策
定
の
基
本
的
な
考
え
方

国
保
加
入
者
の
健
康
保
持
増
進
と
医
療
費

適
正
化
を
目
指
し
 
特
定
健
診
結
果
や
レ
セ

プ
ト
の
情
報
を
活
用
分
析
し
 
効
果
的
な
保

健
事
業
を
実
施
す
る
た
め
に
 ﹁
勝
央
町
国

民
健
康
保
険
保
健
事
業
実
施
計
画
︵
デ
ü
タ

ヘ
ル
ス
計
画
︶﹂
を
策
定
し
ま
す
 

▼
募
集
期
限

６
月
２
日
︵
金
︶

▼
結
果
等
公
表
時
期

６
月
中
旬
︵
予
定
︶

○
勝
央
こ
こ
ろ
ざ
し
シ
§
ア
ス
ペ
ü
ス
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
︵
案
︶

▼
策
定
の
基
本
的
な
考
え
方

地
域
に
お
け
る
新
た
な
事
業
の
創
出
を
目

指
す
起
業
者
の
支
援
を
図
る
と
と
も
に
 
地

域
活
性
化
を
担
う
人
材
育
成
と
活
動
交
流
支

援
の
た
め
 
旧
郷
土
美
術
館
前
の
古
民
家
を

イ
ン
キ
å
ベ
ü
シ
ç
ン
オ
フ
£
ス
﹁
勝
央
こ

こ
ろ
ざ
し
シ
§
ア
ス
ペ
ü
ス
 
共
有
の
場

 
﹂
と
し
て
改
修
し
ま
し
た
 

こ
の
施
設
の
利
用
を
す
る
に
あ
た
り
 
勝

央
こ
こ
ろ
ざ
し
シ
§
ア
ス
ペ
ü
ス
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
を
予
定
し
て

い
ま
す
 

▼
募
集
期
限

６
月
６
日
︵
火
︶

▼
結
果
等
公
表
時
期

６
月
上
旬
︵
予
定
︶

○
共
通
事
項

▼
提
出
方
法

意
見
提
出
用
紙
に
ご
意
見
を
記
入
し
 

郵
送
 
Ｆ
Ａ
Ｘ
 
ま
た
は
電
子
メ
ü
ル
で

お
寄
せ
い
た
だ
く
か
 
勝
央
町
役
場
総
務

部
ま
で
直
接
ご
持
参
く
だ
さ
い
 

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
７
０
９
ü
４
３
１
６
　

岡
山
県
勝
田
郡
勝
央
町
勝
間
田
２
０
１
　

勝
央
町
役
場
総
務
部

☎
３８
ü
３
１
１
１


３８
ü
３
１
２
０

メ
ü
ル

so
u
m
u
@

to
w
n
.sh

o
o
.o
kay

am
a.jp
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勝
央
町
は
 
昭
和
５５
年
に
下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
c
て
か
ら
３５

年
以
上
が
経
過
し
 
町
が
設
置
し
た
施
設
も
老
朽
化
が
進
み
 
汚
水
を

流
す
能
力
の
低
下
・
材
料
の
劣
化
に
よ
る
破
損
な
ど
が
起
こ
c
て
い
る

た
め
調
査
を
行
い
 
緊
急
度
に
応
じ
て
修
繕
工
事
に
着
手
し
て
い
ま
す
 

個
人
所
有
の
宅
地
内
の
排
水
設
備
に
つ
い
て
も
 
同
じ
状
況
が
起

こ
c
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
 

宅
地
内
の
排
水
設
備
は
 
大
切
な
個
人
の
財
産
で
あ
る
と
と
も
に
自

己
責
任
で
維
持
管
理
を
行
c
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
施
設
で

す
 業

者
の
人
に
委
託
さ
れ
る
こ
と
も
ひ
と
つ
の
方
法
で
す
が
 
ご
自
身

で
簡
易
な
清
掃
・
点
検
が
で
き
ま
す
の
で
定
期
的
な
実
施
を
お
勧
め
し

ま
す
 

今
回
は
 
そ
の
方
法
を
掲
載
し
ま
す
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
 

お
宅
の
排
水
設
備
は
、
大
丈
夫
で
す
か
？

自
分
で
で
き
ま
す
!!
清
掃
・
点
検
!!

下 水 道 を
接続されている
皆 さ ん へ生活排水はどこを流れて下水道

本管（浄化槽）に流れているか、

確認しましょう。

排水桝
ます

の上に荷物など重量物を

置かれていませんか？フタが開け

られないと内部確認・清掃ができ

ません。もしあれば移動しましょ

う。

手順1
排水経路の確認

大きいフタ（タキロン桝）は、

手で開きます。小さいフタ（小口

径桝）はマイナスドライバーなど

をフタに差し込んで開けます。

長年、開けたことがないフタほ

ど開けにくくなっています。無理

に力をかけるとフタや桝本体を傷

つけることもありますので気をつ

けましょう。

手順2
フタをすべて開ける

ゴミなどが排水管内部に付着し

ていませんか？排水はスムーズに

流れていますか？配管・桝に破損

はありませんか？

手順3
桝内部の状況確認

ゴミ手袋・マスクなどを着用

し、堆積物（トラップ桝内部の油

分・毛髪などがつきやすいので、

特に早めに）を取り除き、水分を

切り、一般可燃ゴミとして捨て

てください。

手順4
堆積物除去

下水道マスコットキャラクター「スイスイ」

←

タキロン桝タキロン桝タキロン桝タキロン桝タキロン桝タキロン桝タキロン桝タキロン桝タキロン桝タキロン桝タキロン桝タキロン桝タキロン桝タキロン桝タキロン桝タキロン桝タキロン桝

小口径桝小口径桝小口径桝小口径桝小口径桝小口径桝小口径桝小口径桝小口径桝小口径桝小口径桝小口径桝小口径桝小口径桝小口径桝小口径桝小口径桝

↑
堆積した油の
かたまり

↑
堆積した油の
かたまり

↑
堆積した油の
かたまり

↑
堆積した油の
かたまり

↑
堆積した油の
かたまり

↑
堆積した油の
かたまり

↑
堆積した油の
かたまり

↑
堆積した油の
かたまり

↑
堆積した油の
かたまり

↑
堆積した油の
かたまり

↑
堆積した油の
かたまり

↑
堆積した油の
かたまり

↑
堆積した油の
かたまり

↑
堆積した油の
かたまり

↑
堆積した油の
かたまり

↑
堆積した油の
かたまり

↑
堆積した油の
かたまり

トラップ桝トラップ桝トラップ桝トラップ桝トラップ桝トラップ桝トラップ桝トラップ桝トラップ桝トラップ桝トラップ桝トラップ桝トラップ桝トラップ桝トラップ桝トラップ桝トラップ桝

排
水
設
備
工
事
を
実
施
し
て
い
た

だ
く
と
 
下
水
道
︵
合
併
浄
化
槽
を

含
む
︶
を
使
用
さ
れ
る
人
口
が
増
加

し
 
河
川
の
水
質
向
上
に
つ
な
が
c

て
い
ま
す
 

平
成
２７
年
３
月
末
現
在
で
下
水
道

︵
合
併
浄
化
槽
を
含
む
︶
を
使
用
さ

れ
て
い
る
世
帯
は
 
町
全
体
の
ほ
ぼ

９
割
 
４，

０
５
０
世
帯
で
 
排
水

設
備
工
事
を
実
施
す
れ
ば
使
用
で
き

る
世
帯
が
４
５
２
世
帯
と
な
c
て
い

ま
す
 

排
水
設
備
工
事
が
 
ま
だ
済
ん
で

な
い
ご
家
庭
の
皆
さ
ま
に
は
１
日
も

早
い
施
工
を
お
願
い
し
ま
す
 

工
事
の
ご
相
談
は
 
勝
央
町
指
定

排
水
設
備
工
事
店
に
お
願
い
し
ま

す
 

さ
ん
に
理
解
を
し
て
い
た
だ
き
 

﹁
適
正
な
使
用
﹂
を
お
願
い
し
ま
す
 

※排水管の破損や汚水の流れに異常を発見した場合は、指定
工事店へご相談ください。

堆積物を取り除いた後に、水道

水などの流水で桝及び排水管内部

を洗い流しましょう。

手順5
桝内清掃

手順6
清掃完了

手順8

手順7
水の流れを確認
この時点で、桝及び管材料の破

損の有無や水の流れを確認してく

ださい。桝に亀裂が入り壊れてい

る、下流の桝に流れてこない、極

端に流れが遅い、本来接続するこ

とのできない雨樋など雨水の流入

があるなど。

長年、使用すれば必ず汚れはつ

きますが、少量のうちに清掃しま

しょう。

製品や状況により異なりますが、桝内に樹木の根が入り込む例

もあります。また、乗用車などの乗り入れで桝を踏むために破損

の恐れがあるときは、保護（鉄）フタが必要な場合もあります。

下
水
道
︵
合
併
浄
化
槽
を
含
む
︶

を
良
好
な
状
態
で
お
使
い
い
た
だ
く

た
め
に
 
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
揮
発
性
の

高
い
危
険
物
・
廃
油
・
農
薬
・
重
金

属
・
土
砂
・
衣
類
・
布
・
木
く
ず
・

紙
お
む
つ
・
野
菜
く
ず
・
ペ
Ã
ト
の

糞
・
水
に
溶
け
に
く
い
不
織
布
・

テ
£
Ã
シ
å
・
生
理
用
品
は
 
絶
対

に
流
さ
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま

す
 

こ
れ
ら
の
流
入
物
が
下
水
道
本
管

の
流
れ
を
悪
く
し
た
り
 
途
中
に
あ

る
ポ
ン
プ
に
詰
ま
c
て
機
器
を
停
止

さ
せ
た
り
 
処
理
場
︵
浄
化
槽
︶
の

機
械
に
影
響
を
与
え
た
り
と
 
維
持

管
理
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
事
例

も
起
き
て
い
ま
す
 

勝
央
町
役
場
上
下
水
道
部
で
は
自

然
災
害
を
含
め
１
年
３
６
５
日
昼
夜

を
問
わ
ず
対
応
し
て
い
ま
す
が
 
皆

適
正
に
使
用
し
て
快
適
生
活
を
！

接
続
済
み
の
ご
家
庭
は
約
９
割

フタを戻し、終了

▲異物が詰まり故障したポンプ
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心
配
ご
と　

　
　
　

相
談

日
頃
生
活
す
る
う
え
で
 
困
c
て
い
る
こ
と
や
気
に
か
か
c
て
い
る

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
 
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
 

ど
ん
な
問
題
で
も
 
一
人
で
抱
え
る
こ
と
は
苦
し
い
も
の
で
す
 
何

か
問
題
を
お
抱
え
の
人
は
 
一
人
で
悩
ま
ず
 
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
 

相
談
は
無
料
で
 
秘
密
は
固
く
お
守
り
し
ま
す
 

▼
日
　
時

５
月
１１
日
︵
木
︶

１０
時
 
１５
時

▼
場
　
所

勝
央
町
役
場
２
階
大
会
議
室

▼
主
　
催

勝
央
町

▼
相
談
時
間

原
則
と
し
て
３０
分

▼
相
談
料

無
料

▼
相
談
内
容
　

︻
法
律
︼
※
要
予
約

︵
相
談
員：

弁
護
士
︶

藺

民
事
・
刑
事
な
ど
の
訴
訟

藺

相
続
・
土
地
売
買
な
ど
の
法
律
問

題
藺

人
的
な
ト
ラ
ブ
ル
・
家
庭
内
の
も

め
ご
と
　
な
ど

︻
人
権
︼

︵
相
談
員：

人
権
擁
護
委
員
︶

藺

不
当
に
人
権
を
侵
さ
れ
た
　
な
ど

︻
福
祉
︼

︵
相
談
員：

美
作
県
民
局
・
民
生
委

員
︶

藺

生
活
保
護
・
身
障
・
ひ
と
り
親
・

老
人
な
ど
の
福
祉
全
般

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
税
務
住
民
部

?
☎
３８
ü
３
１
１
６
︵
直
通
︶

※
弁
護
士
へ
の
相
談
は
 
予
約
制
で

す
 

行
政
相
談
委
員
は
 
行
政
の
仕
事
に
関
す

る
苦
情
や
意
見
・
要
望
な
ど
を
受
け
付
け
 

公
正
・
中
立
の
立
場
か
ら
関
係
行
政
機
関
に

必
要
な
紹
介
を
行
い
 
そ
の
解
決
や
実
現
の

促
進
を
図
る
と
と
も
に
 
そ
れ
を
通
じ
て
行

政
の
制
度
及
び
運
営
の
改
善
を
図
り
ま
す
 

勝
央
町
で
は
２
人
の
行
政
相
談
委
員
が
ご

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
 
相
談
は
無
料
で
 

受
け
た
事
柄
に
つ
い
て
は
 
秘
密
は
堅
く
厳

守
さ
れ
ま
す
 

▼
行
政
相
談
委
員

岸
本
　
收
正
さ
ん
︵
植
月
中
︶

任
期：

平
成
２９
年
４
月
１
日
 

平
成
３１
年
３
月
３１
日

阿
黒
　
京
子
さ
ん
︵
河
　
原
︶

任
期：
平
成
２９
年
４
月
１
日
 

平
成
３１
年
３
月
３１
日

▼
相
談
内
容

藺

国
道
・
高
速
道
路

藺

年
金
・
福
祉

藺

教
育
・
文
化
・
研
究
施
設

藺

郵
便
・
電
話

藺

戸
籍
・
旅
券
の
発
給

な
ど

▼
行
政
相
談
の
日

毎
月
第
２
木
曜
日

︵
４
月
 
８
月
 
９
月
は
第
１
木
曜
日
︶

１０
時
 
１２
時
　

※
た
だ
し
 
合
同
相
談
の
日
は
１５
時
ま
で
 

▼
場
　
所

勝
央
町
役
場

▼
問
い
合
わ
せ
先

勝
央
町
役
場
税
務
住
民
部

☎
３８
ü
３
１
１
６

行政に対する苦情など
ご相談ください

行政に対する苦情など
ご相談ください

平
成
２９
年
４
月
１
日
付
け
で
 
竹
内
健
治

さ
ん
が
再
任
と
し
て
 
法
務
大
臣
か
ら
人
権

擁
護
委
員
の
委
嘱
を
さ
れ
ま
し
た
 

人
権
擁
護
委
員
は
 
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら

人
権
相
談
を
受
け
 
問
題
解
決
の
お
手
伝
い

を
し
た
り
 
法
務
局
の
職
員
と
協
力
し
て
人

権
侵
害
に
よ
る
被
害
者
の
救
済
を
し
た
り
 

地
域
の
皆
さ
ん
が
人
権
に
つ
い
て
関
心
を

持
c
て
も
ら
え
る
よ
う
な
啓
発
活
動
を
行
c

て
い
ま
す
 
人
権
問
題
で
困
c
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
 

▼
人
権
擁
護
委
員

中
島
め
ぐ
み
さ
ん
︵
黒
　
坂
︶

任
期：

平
成
２７
年
４
月
１
日
 

平
成
３０
年
３
月
３１
日

水
島
　
武
文
さ
ん
︵
植
月
北
︶

任
期：

平
成
２７
年
４
月
１
日
 

平
成
３０
年
３
月
３１
日

竹
内
　
健
治
さ
ん
︵
下
町
川
︶

任
期：

平
成
２９
年
４
月
１
日
 

平
成
３２
年
３
月
３１
日

人権擁護
委員

人権擁護
委員

板
坂
　
　
玲
︵
議
会
事
務
局
局
長
︶

三
島
　
俊
行
︵
総
務
部
参
事
︶

鳥
家
　
太
三
︵
健
康
福
祉
部
参
事
︶

木
本
　
勝
士
︵
産
業
建
設
部
主
事
︶

末
菅
　
悦
湖︵

勝
間
田
保
育
園
園
長
︶

植
月
寿
美
枝

︵
勝
間
田
保
育
園
調
理
員
︶

岩
崎
　
吉
永

︵
勝
間
田
保
育
園
保
育
士
︶

福
島
み
す
ず
︵
吉
野
保
育
園
園
長
︶

町
職
員
人
事

３
月
３１
日
付
︵
カ
Ã
コ
内
は
所
属
︶

４
月
１
日
付
︵
カ
Ã
コ
内
は
所
属
︶

山
村
華
奈
美︵

健
康
福
祉
部
︶

皆さまの心に寄り添え
るように頑張ります。

前
原
　
佑
香︵

健
康
福
祉
部
︶

保健師として皆さまの
健康保持増進のお役に立
てるように頑張ります。

岸
本
　
久
実︵

健
康
福
祉
部
︶

食の面から町民の皆さ
まをサポートできるよう
に頑張ります。

採
　
用

退
　
職

古
和
　
優
貴︵

産
業
建
設
部
︶

明るい町づくりに貢献
できるよう全力を尽くし
ます。

藤
井
　
雄
一︵

教
育
振
興
部
︶

町民の皆さまのため
に、強い責任感を持ち、
仕事に励みたいです。

山
本
　
大
貴︵

税
務
住
民
部
︶

常に笑顔で元気よく、
町民の皆さまのために頑
張ります。

宮
前
　
圭
志

︵
総
務
部
︶

勝央町の文化を理解
し、勝央町の発展に貢献
できるように頑張ります。

上
谷
　
京
子

︵
勝
間
田
保
育
園
︶

笑顔の花が沢山咲きま
すよう、私自身も笑顔と
元気で頑張ります。

竹
内
　
愛
佳

︵
勝
間
田
保
育
園
︶

町民の皆さまの子育て
のサポートができるよう
に頑張ります。

有
元
　
歩
美

︵
古
吉
野
保
育
園
︶

１日も早く仕事を覚
え、責任感を持って取り
組んでいきたいです。

御
藤
　
善
子︵

教
育
振
興
部
︶

※
岡
山
県
教
育
委
員
会
か
ら

派
遣

勝央町の未来を切り拓
く子どもたちの応援団と
なるよう頑張ります。



ＴＥＬ：３８−０２７０
開館時間：10：00〜18：00

ホームページ：http://www.town.shoo.lg.jp/museum/

ＴＥＬ：３８−０２５０
開館時間：10：00〜18：00

ホームページ：http://www.town.shoo.lg.jp/library/shoo-top.htm

びにきんちゃい
今月のお出かけ情報

びにきんちゃい
今月のお出かけ情報

おかやまファーマーズ・マーケット  ノースヴィレッジ
休 館 日：5／1・8・15・22・29 休 館 日：5／1・8・15・22・25・29

開園時間　9：00〜17：00
電話番号　３８−１２３４

休 園 日　5/9・16・23・30
ホームページ　http://www.alis-nv.com

連絡先：朝　市連絡先：朝　市

フリーマーケットフリーマーケット　
ノースヴィレッジ事務所　☎38-1234ノースヴィレッジ事務所　☎38-1234

5月21日㈰ 9：00～14：00
場所：ノースヴィレッジ駐車場

5月21日㈰ 9：00～14：00
場所：ノースヴィレッジ駐車場

新鮮な農産物や特産加工品、衣類や日用品、おもちゃなど各種ありますよ。新鮮な農産物や特産加工品、衣類や日用品、おもちゃなど各種ありますよ。

連絡先：朝　市連絡先：朝　市

フリーマーケットフリーマーケット　
ノースヴィレッジ事務所　☎38-1234ノースヴィレッジ事務所　☎38-1234

連絡先：朝　市

フリーマーケット　
ノースヴィレッジ事務所　☎38-1234

ファーマーズ朝市の出店者を募集しています。自家菜園の野菜や

果物などを、直接お客さんとの会話を楽しみながら販売してみ

ませんか？出店料は１ブース分が1,000円です。希望される人は

事前にお申し込みください。（☎３８－１２３４）

ファーマーズ朝市の出店者を募集しています。自家菜園の野菜や

果物などを、直接お客さんとの会話を楽しみながら販売してみ

ませんか？出店料は１ブース分が1,000円です。希望される人は

事前にお申し込みください。（☎３８－１２３４）

ファーマーズ朝市＆フリーマーケットファーマーズ朝市＆フリーマーケット

｝｝
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「おならをならしたい」（鈴木のりたけ 著／小学館）

「おなら」に興味

津々の仲良し３人組

は、なぜ「おなら」と

呼ぶのか、おならのし

くみについて、あれや

これや相談し徹底解明

していきます。音が出

るしくみやおならの謎

をおもしろおかしく、

科学的に徹底解明して

います。

表紙の見返しにはあったらいいなの「おならこと

ば」も付いていて、イラストとともに、くすっと笑

える１冊です。

・「無理難題が多すぎる」（土屋賢二 著／文藝春秋）

・「図書館徹底活用術　ネットではできない！

信頼される「調べる力」が身につく」

（寺尾隆 監修／洋泉社）

・「北斎　ポップアップで味わう不思議な世界」

（葛飾北斎 画、

コートネイ・ワトソン・マッカーシー 紙工作、

寺澤比奈子 訳／大日本絵画）

・「名探偵シャーロック・ホームズ」

（コナン・ドイル 作、芦辺拓 編・著

城咲綾 絵／学研プラス）

・「おばけとおでかけ」（新井洋行 作／くもん出版）

・「風夢緋伝」（名木田恵子 著／ポプラ社）

◆勝央図書館へ利用登録をしてみませんか。

勝央図書館の登録は下記の人が対象です。誰でも

無料で利用できる図書館を活用してみませんか。

登録の際には、身分証明書（運転免許証、保険証、

学生証等）をお持ちください。

対象エリア

勝央町在住・勝央町通勤・通学の人と県北地域

（勝田郡・津山市・美作市・真庭市・英田郡・久

米郡・苫田郡・真庭郡）に居住の人

問い合わせ先

勝央図書館　３８−０２５０

児 童 書

一 般 書

【展示室】

・コレクション展Vol．３７

「郷土の画家シリーズ

−春を謳（うた）う、夏を愉しむ−」

（開催中〜６月２５日）

【特別展示室】

・小企画３５「木村毅にみる文学の世界」

（開催中〜６月２５日）

○入場料：一　　　　　般 ２００円（１６０円）

高校生・大学生 １５０円（１２０円）

小・中 学 生 １００円（８０円）

小学生未満、65歳以上は無料。

※６５歳以上の人は年齢を証明するものの提示が必要。

（ ）内は１０人以上の団体料金。

【町民ギャラリー１】入場無料

・ポスター展６　　　 （５月２３日〜６月１８日）

・（貸館展）第２０回フォトサークル写真畑写真展

（５月３日〜７日）

・（貸館展）フォトクラブ金時作品展

（５月１０日〜１４日）

小企画35「木村毅にみる文学の世界」

このたび、勝央美術文学館では、勝央町出身の文

学者　木村毅（きむら・き １８９４〜１９７９）に焦点

をあてた展覧会を開催します。木村毅は、小学校の

頃から文学雑誌へ投稿を重ね長じて文学者として大

成しました。本展では、幼少のころの文集をはじめ、

初出資料「芥川龍之介木村毅宛書簡」などその多彩

な交友を物語る資料等を展示し、著書だけではふれ

ることのできない人間味溢れる文豪らの肉筆などを

ご覧いただきます。また、シャーロック・ホームズ

発表１３０年を記念し、日本初のドイル全集を編集す

るなど木村毅も深く携わる

シャーロック・ホームズ翻

訳草創期に、同じく活躍し

た作州ゆかりの翻訳家の延

原謙、阿部知二、翻訳脚本

家の額田やえ子、捕物帳の

生みの親岡本綺堂らの資料

を合わせて紹介する「作州

のシャーロック・ホーム

ズ」も同時開催しています

のであわせてお楽しみくだ

さい。

《ゴーカート》
入口ゲート入ってすぐの第２駐車場にて、新しく
ゴーカートを始めました。駐車場がコースになり、人
気のアクティビティの仲間入り間違いなしです。子ど
もたちが喜んで乗って風をきって楽しそうに走ってま
すよ。
ぜひ、１度は乗ってみませんか？保護者同乗であれ
ば、小学生低学年の人でも運転ができます。

《アクアチューブ》
園内、芝生広場横の噴水池では、アクアチューブを
開催中です。子どもから大人まで人気が高いです。こ
のアクティビティを目的に来られるお客さまも多数い
らっしゃいます。
天気の良い日にしかできないので、ご了承ください。

《ロードサイドマーケット》
園内入口ゲートの「ロードサイドマーケット」では、
生産者さんたちが丹精込めてつくった、野菜や果物・
お花がお手頃価格で販売中です。遠方からのお客さま
にも人気の土産物やお漬物等も数多く取り揃えてま
す。
そして、５月１４日（日）は「母の日」です。こちらに
も母の日にピッタリのカーネーションもお手頃に販売
しています。この日は特別に、お母さんに感謝の気持
ちを込めてプレゼントしてみませんか？

《ホーススクール》
〜乗馬をはじめてみよう〜
馬にも人にも過ごしやすい季節に入りましたね。現
在、ノースヴィレッジ内には１５頭の馬＆ポニーが元気
に過ごしており、引馬や林道のトレッキングのお仕事
で活躍しています。
そんな中、勝央町健康スポーツクラブの「乗馬教室」
でも、馬たちは活躍しています。「乗馬教室」では、
初めて馬に乗る方から乗馬歴数年のベテラン会員さん
まで幅広い年齢の人が馬に乗っています。日々の健康
のため、さっそうと馬を操作して駆け抜けたい、馬が
好きだから、乗馬を始められる理由はさまざまです。
最近は、おじいちゃんと孫のコンビで乗馬を始められ
た人もいて、性別や年齢にとらわれないスポーツです。
乗馬を楽しんでみませんか？
乗馬教室
１０時〜１７時（※１レッスン１時間）
料　　金
大　人　４，０００円
子ども　３，０００円

【問い合わせ先】
ノースヴィレッジ園内忍者ホーススクール
３８−７５５８

ポカポカで過ごしやすくなってきた５月ですね。
ノースヴィレッジ園内もいろいろな花が咲き、お散歩
も楽しんで頂けます。遠足の時期でもあるので、たく
さんの子どもたちが遊びに来てくれます。
先月行いました【HANAFES'17】は、あいにくの

天気にも関わらず、たくさんのお客さまに足を運んで
いただき楽しんで頂けましたよ！
また、園内のいたるところでいろいろと新しくなっ
てたりするので、皆さんぜひ、お越しいただき、新し
い物を発見してみてくださいね。

木村毅肖像
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﹁
勝
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中
学
校
生
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よ
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﹂
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学
校
生
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け
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献
に
取
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日
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世
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数
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年
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全
生
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で
 
新
し
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す
 

勝
央
中
学
校
生
徒
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本
部 退任式のようす 入学式のようす

勝央中学校生徒会だより勝央中学校生徒会だより

vol.12vol.12vol.12

Aloha Shoo Cho!Aloha Shoo Cho!
Chanelの冒険Chanelの冒険

How are you? It's been a while! Did you have a
nice spring vacation? I hope so! During this spring
vacation, I took a short trip to Tokyo! It's been
almost 2 years since I last visited. I was able to
meet some good friends all around town and eat
some delicious food. I was lucky enough to try the
ramen at Nakiryu, a Michelin starred restaurant,
not too far away from Shinjuku.
This restaurant is best known for its tan-tan men,

but the shoyu ramen is also a winner. My favorite
ramen is shoyu-base ramen, so I decided to try
that one. It did not disappoint! The broth was rich
but clean in taste; you could taste the delicate fats
and umami mingling together in perfect balance
with its soft but perfectly chewy noodles. The two
pieces of cha-shu brought together two more levels
of smoky, meaty umami that complimented the
broth in delicious union.
The bamboo shoots (menma) and sprinkling of

green onions made for a wonderful and refreshing
finish with each bite. The shoyu ramen was a
delightful combination of umami, al dente, and
crunch made in ramen heaven. The hour long wait
outside in 10 degree chill was worth it. If you
appreciate ramen and are willing to go the extra
length to enjoy a well-made, well-thought out bowl
of Japanese soul food, Nakiryu is definitely worth
a visit! Tokyo was full of delicious bites and great
company and while a trip to the big city is nice
every now and then, I did miss Shoocho!
It's nice to be back and I look forward to another

wonderful year with everyone!
A hui ho!

Chanel Mai Nakamura

皆さん元気ですか？お久しぶ
りです！春休みは楽しく過ごせ
ましたか？私は春休みに約２年
ぶりに東京に行ってきました！
東京では友だちに会うことができ、美味しい料理を食
べました！新宿の近くにあるミシュランガイド掲載の
ラーメン店、“鳴竜”に行ってきました。この店は
担々麺が一番人気ですが、醤油ラーメンも評判です。
私は醤油ベースのラーメンが好きなので、醤油ラーメ
ンを頼みました。すごく美味しかったです！スープに
は深みがあり、あっさりしていて繊細な油と旨味が絶
妙なバランスで混ざり合っていて、柔らかく噛みごた
えのある麺との相性も最高でした。また、ラーメンに
は２種類のチャーシューが入っていて、チャーシュー
の香ばしさと肉の旨味でさらに美味しくなりました！
メンマとネギを一緒に食べることにより、味がその都
度リセットされます。醤油ラーメンの旨味と麺の茹で
加減、メンマ類の食感の組み合わせを味わうことでま
るでラーメン天国にいる気分でした。食べる前に１時
間ぐらい並びましたが、待った甲斐がありました。も
し日本のソウルフードであるラーメンが大好きで、並
ぶことが苦でならなければ鳴竜に行くことをおすすめ
します。東京ではラーメン以外の美味しいものを食べ
て友達にも会えて楽しかったですが、勝央町が恋し
かったです。帰って来てよかったです！
今年度もよろしくお願いします！

シャネル マイ ナカムラ ※時間は変更になる場合があります。　※貸館によるイベントについては、主催者にお問い合わせください。

問い合わせ先：勝央町教育委員会教育振興部　☎３８－１７５３

映画鑑賞会

映画ドラえもん「のび太の南極カチコチ大冒険」

【日　時】 ５月１４日（日）【チケット好評発売中】

第１回上映 １０：００〜１１：５０

第２回上映 １３：３０〜１５：２０

【入場料】】全席自由（ ）内は当日料金

大　　　　人：１，２００円（１，５００円）

大学・高校生：１，０００円（当日券のみ）

小人・中学生： ８００円（１，０００円）

【チケット販売】勝央町公民館　　☎３８−１７５３

勝央美術文学館　☎３８−０２７０

三遊亭円楽独演会

【日　時】 ７月３０日（日）開場 １３：３０ 開演 １４：００

【５月７日（日）午前８時３０分　チケット発売開始】

※電話による予約は５月１２日（金）から

【入場料】】全席指定（ ）内は当日料金

Ａ席〔１階席〕：３，０００円（３，５００円）

Ｂ席〔２階席〕：２，０００円（２，５００円）

※未就学児の入場はご遠慮ください

※前売りにて完売の場合は、当日券はありません。

※チケット購入はお一人様３枚まで。

【チケット販売】勝央町公民館　　☎３８−１７５３

ミュージカル「人魚姫」

【日　時】 ８月６日（日）開場 １３：３０ 開演 １４：００

【５月７日（日）午前８時３０分　チケット発売開始】

【入場料】】全席自由（ ）内は当日料金

大人〔１８ 歳 以 上〕：１，５００円（２，０００円）

小人〔４歳以上１８歳未満〕： ８００円（１，０００円）

【チケット販売】勝央町公民館　　☎３８−１７５３

勝央美術文学館　☎３８−０２７０
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勝央文化協会だより

■町社会福祉協議会へ
◇植月中　植月　誠志（亡父　克巳）
植月中老人クラブにも

◇　平　　岸本　千春（亡父　敬介）
平老人クラブにも

◇植月北　水野　　誠（亡父　治義）

◇東吉田　万代八重子（亡夫　常祐）

◇豊久田　佐々木典文（亡母　志げ子）
豊久田後土居地区にも

◇植月北　鳥家　美雪（亡夫　富紀）

◇美　野　丸尾　忠治（亡妻　すみ江）
南光荘、美野老人クラブにも

◇植月北　水島　弘江（亡夫　行夫）

■田井老人クラブへ
◇田　井　岸本昭太郎（亡妻　悦子）

ご寄付ありがとうございました
（敬称略）

平成２９年度の国民年金保険料額は、

国民年金法第８７条において１６，９００円

とされていますが、平成１６年度からの

物価と賃金の変動に基づく平成２９年度

の保険料改定率０．９７６を乗じることに

より、１６，４９０円となりました。

◎前納制度（保険料の前払い）

前納制度を利用し、現金で保険料を１年度分前納し

た場合、毎月払いと比べて３，５１０円の割引となり、６カ

月分前納でも８００円の割引になります。また、口座振替

は２年度分前納で１５，６４０円、１年度分前納で４，１５０円、

６カ月分前納で１，１２０円の割引となります。

詳しくは、津山年金事務所（☎３１−２３６３）ま

たは、勝央町役場税務住民部年金担当（☎３８−３

１１６）へお問い合わせください。

平成29年度

国民年金保険料について
国
民
年
金

だ
よ
り

勝

央

川

柳

社
　

兼
題
「
返
事
」

部
会
紹
介
う
ゑ
月
た
い
ら
邑
戦
国

史
跡
調
査
協
議
会

お
互
い
を
気
遣
う
返
事
老
い
夫
婦

竜
門
　
真
人

残
り
火
を
悔
い
な
く
生
き
て
と
子
の
便
り

横
川
　
　
修

は
き
は
き
と
は
ず
む
返
事
の
気
持
良
さ

古
山
恵
美
子

ご
き
げ
ん
を
返
事
の
ト
ü
ン
で
察
知
す
る

山
名
　
昭
子

真
心
が
書
い
た
返
事
に
嘘
は
な
い

神
田
チ
ヨ
子

声
か
け
に
返
事
は
c
き
り
現
代
c
子

横
林
　
和
子

お
見
合
い
の
返
事
待
c
て
る
日
の
長
さ

有
国
寿
美
枝

病
む
人
が
笑
顔
で
返
事
あ
り
が
と
う

古
山
は
つ
子

絵
手
紙
で
届
く
返
事
に
見
る
元
気

古
山
　
　
子

生
返
事
ば
か
り
で
親
を
い
ら
だ
た
せ

赤
堀
　
綾
子

当
会
は
植
月
輝
一
郎
さ
ん
を
は
じ
め
６
名
の
平

地
区
の
方
々
に
よ
り
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
 
会
の

一
員
で
あ
り
 
１０
数
年
の
調
査
を
文
献
に
ま
と
め

ら
れ
て
い
る
赤
木
耕
三
さ
ん
に
 
会
の
名
前
の
由

来
と
な
c
た
場
所
に
ご
案
内
し
て
い
た
だ
き
お
話

を
聞
き
ま
し
た
 
福
井
地
区
の
山
道
を
進
む
と
 
三
叉
路
に
別
れ
た
処
に

古
い
石
の
道
標
が
地
面
に
埋
も
れ
る
形
で
現
れ
て
お
り
 
石
に
は
 ﹁
右

び
ぜ
ん
　
左

う
ゑ
月
た
い
ら
邑
﹂
と
刻
ん
で
あ
り
ま
し
た
 
古
の
人
々
は

道
標
を
頼
り
に
旅
を
し
 
こ
の
場
所
は
当
時
の
美
作
国
で
は
大
変
重
要
な

交
差
点
で
も
あ
c
た
そ
う
で
す
 
刻
み
文
字
を
目
の
当
た
り
に
し
て
 
会

の
名
前
と
さ
れ
た
皆
さ
ま
の
郷
土
愛
と
歴
史
へ
の
ロ
マ
ン
を
感
じ
ま
し

た
 
現
在
 
勝
央
町
付
近
に
は
９９
基
の
道
標
が
発
見
さ
れ
て
い
て
 
そ
の

２
基
は
赤
木
さ
ん
が
古
道
を
巡
り
発
見
さ
れ
た
そ
う
で
す
 
ご
案
内
く
だ

さ
c
た
後
 
車
に
乗
c
て
雨
の
山
道
の
先
へ
と
消
え
て
ゆ
か
れ
た
お
姿
は
 

現
代
の
役
の
行
者
の
よ
う
に
見
え
ま
し
た
 

︵
勝
央
町
文
化
協
会
企
画
委
員
　
居
森
幸
子
 
岸
本
豪
太
︶
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勝
央
の
民
話

ボランティアネットワークボランティアネットワークボランティアネットワーク 勝央町ボランティア連絡協議会に参加している
ボランティアグループの活動を紹介します。
勝央町ボランティア連絡協議会に参加している
ボランティアグループの活動を紹介します。

え
た
い
の
で
す
 
そ
の
一
生
懸
命
さ
が
私
は

好
き
で
す
 

教
室
は
毎
週
金
曜
日
の
午
後
７
時
か
ら
以

外
に
も
 
日
曜
日
の
午
後
１
時
と
火
曜
日
の

午
前
１０
時
か
ら
も
や
c
て
い
ま
す
 
場
所
は

公
民
館
で
す
 
興
味
の
あ
る
方
は
覗
い
て
み

て
く
だ
さ
い
 

写
真
は
今
年
の
新
年
会
の
よ
う
す
で
す
 

仕
事
で
参
加
で
き
な
い
人
も
い
ま
し
た
が
１９

人
集
ま
り
ま
し
た
 

勝
央
に
ほ
ん
ご
教
室
は
８
年
目
に
な
り
ま

し
た
 
学
習
者
も
増
え
て
現
在
は
２０
人
ほ
ど

に
な
り
ま
す
 

中
国
 
韓
国
 
ベ
ト
ナ
ム
 
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
と
多
彩
で
 
国
も
民
族
も
宗
教
も
違
う
人

た
ち
が
 
母
語
で
な
い
日
本
語
で
会
話
し
 

日
本
語
で
繋
が
c
て
い
ま
す
 
あ
る
意
味
不

思
議
な
光
景
で
す
が
 
学
ぶ
姿
勢
は
万
国
共

通
な
の
で
違
和
感
は
あ
り
ま
せ
ん
 

７
月
に
は
日
本
語
能
力
試
験
が
あ
り
ま

す
 
何
人
か
の
受
験
希
望
者
が
い
て
 
会
話

以
外
に
漢
字
 
文
法
 
聴
解
 
読
解
な
ど
の

勉
強
を
し
て
い
ま
す
 
昨
年
１２
月
の
試
験
で

は
数
点
足
ら
ず
で
悔
し
い
思
い
を
し
た
人
が

何
人
も
い
る
の
で
 
今
度
こ
そ
と
張
り
切
c

て
い
ま
す
 
３
級
に
合
格
す
る
と
帰
国
後
日

系
企
業
に
就
職
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
そ
う

で
 
実
習
生
た
ち
は
必
死
で
す
 
そ
う
は

言
c
て
も
若
い
人
が
多
い
教
室
で
 
結
構
笑

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
 
昨
日
も
読
解
問
題
を

や
c
て
い
た
ら
 
東
南
ア
ジ
ア
独
特
の
バ
イ

タ
ク
︵
バ
イ
ク
タ
ク
シ
ü
︶
が
出
ま
し
た
 

問
題
は
横
に
お
い
て
 
彼
ら
は
バ
イ
タ
ク
事

情
を
あ
れ
こ
れ
話
し
て
く
れ
ま
し
た
 
そ
の

話
が
あ
ま
り
に
お
も
し
ろ
く
て
 
授
業
を
中

断
し
て
質
問
し
 
ま
た
笑
c
て
し
ま
う
の
繰

返
し
に
な
り
ま
し
た
 
誰
で
も
そ
う
だ
と
思

い
ま
す
が
 
彼
ら
も
知
c
て
い
る
こ
と
を
伝

勝
央
に
ほ
ん
ご
教
室

祷禮

待
c
て
も
待
c
て
も
帰
c
て
こ
ん
お

爺
さ
ん
を
お
婆
さ
ん
は
心
配
し
な
が
ら

待
c
と
c
た
ん
じ
�
 
そ
こ
へ
着
物
は

破
れ
 
傷
だ
ら
け
に
な
c
て
お
爺
さ
ん

が
帰
c
て
き
た
ん
じ
�
 

﹁
一
体
お
爺
さ
ん
今
頃
ま
で
ど
う
し
�

う
た
ん
な
ら
﹂

お
婆
さ
ん
が
尋
ね
た
ら
 
お
爺
さ
ん
が
 

﹁
田
熊
か
ら
帰
り
�
c
た
ら
綺
麗
な
娘

さ
ん
が
お
い
で
 
お
い
で
と
手
招
き
し

て
青
畳
の
上
に
上
が
れ
と
言
う
て
く
れ

た
の
で
上
が
c
て
ご
馳
走
を
よ
ば
れ
て

長
居
し
て
し
も
う
た
﹂

話
を
聞
い
た
お
婆
さ
ん
は
お
爺
さ
ん

に
言
う
た
ん
じ
�
 

﹁
そ
り
�
あ
お
爺
さ
ん
狐
に
だ
ま
さ
れ

と
ん
じ
�
が
な
 
青
畳
は
途
中
に
あ
る

池
じ
�
が
な
﹂

と
お
婆
さ
ん
が
言
う
た
ん
じ
�
 

お
爺
さ
ん
は
山
の
中
を
あ
c
ち
こ
c

ち
連
れ
ま
わ
さ
れ
て
着
物
が
破
れ
た
ら

し
い
 

や
れ
や
れ
 

「
狐
に
だ
ま
さ
れ
た
お
爺
さ
ん
」

昔
あ
る
と
こ
ろ
に
大
け
な
高
い
木
が

あ
c
た
ん
じ
�
 

木
こ
り
に
行
c
と
c
た
五
・
六
人

が
 
そ
の
木
の
上
に
あ
る
巣
を
見
つ
け

て
 

﹁
あ
り
�
あ
烏
の
巣
じ
�
﹂

﹁
い
ん
に
�
 
鳶
の
巣
じ
�
﹂

﹁
違
う
 
鷲
の
巣
じ
�
﹂

そ
う
言
う
て
 
ひ
と
評
議
�
う
し
�
c

た
ん
じ
�
 

そ
こ
に
柴
A

か
き
に
来
と
c
た
子
ど

も
が
お
c
た
け
ん
 

﹁
お
前
は
利
口
そ
う
な
顔
を
し
と
る
が
 

あ
り
�
あ
何
の
巣
か
知
c
と
る
か
﹂

そ
う
尋
ね
る
と
 
子
ど
も
が
 

﹁
あ
り
�
あ
 
か
ら
の
巣
じ
�
﹂

言
う
た
 

﹁
ほ
う
 
カ
ラ
と
い
う
鳥
の
巣
か
&
？
﹂

ほ
ん
な
ら
登
c
て
取
c
て
見
よ
う
言
う

こ
と
で
 
登
c
て
取
c
て
見
る
と
空
の

巣
だ
c
た
ん
じ
�
 

烏
で
も
鳶
で
も
な
い
 
鷲
の
巣
で
も

な
い
 
空
c
ぽ
の
巣
だ
c
た
言
う
こ
と

じ
�
 

か
ら
の
巣
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未来 ち主役の
た

勝

あ
と
が
き

間
田
高
校
入
学
式勝

間
田
高
校

４
月
１１
日
に
勝
間
田
高
校
で
平
成

２９
年
度
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
 

満
開
の
桜
が
桜
雨
で
い
つ
も
と
は
違

う
趣
を
見
せ
る
中
 
落
ち
着
い
た
雰

囲
気
で
１
２
３
名
の
新
入
生
が
式
に

臨
み
ま
し
た
 

﹁
ド
ン
 
ド
ン
 
ド
ン
﹂﹁
ト
ン

ト
ン
ト
ン
ト
ン
ト
ン
﹂
と
郷
土
芸
能

部
の
太
鼓
演
奏
で
始
ま
る
入
学
式
が

勝
間
田
高
校
の
伝
統
で
す
 
こ
の
大

迫
力
の
演
奏
に
よ
c
て
会
場
内
の
空

気
は
一
気
に
澄
み
渡
り
厳
粛
な
雰
囲

気
と
な
り
ま
す
 
開
式
の
辞
の
後
 

安
東
厚
生
校
長
が
新
入
生
に
﹁
入
学

を
許
可
﹂
し
 
式
辞
の
中
で
 ﹁
質

入学式のようす

と
涙
の
出
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
 
先
生
や
お
友
だ
ち
と

の
遊
び
が
始
ま
る
と
 
に
こ

に
こ
笑
顔
に
な
c
て
い
き
ま

す
 ﹁
心
身
と
も
に
た
く
ま

し
い
子
ど
も
を
育
て
る
﹂
を

保
育
方
針
に
し
 
子
ど
も
た

ち
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
 

保
護
者
か
ら
信
頼
さ
れ
 
地

域
に
愛
さ
れ
る
保
育
園
を
目

指
し
て
い
き
た
い
と
思
c
て

い
ま
す
 

大人が変われば
子どもも変わる

「おかやまっ子を育む　大人の
八か条」より、子どもの健全育成
に向けた大人の生活心得です。
①生活リズム：早く起き　子ども
のために　朝ごはん
②あいさつ：気持ちいい　朝のあ
いさつ　大人から
③ルール・マナー：教えよう
やっていいこと　悪いこと
④感謝の気持ち：「ありがとう」
「ごめんなさい」を大切に
⑤子どもへの関わり：手を止めて
顔見て聴こう　子の話
⑥しつけ：心から　しっかり褒め
て　きちんと叱る
⑦子どもの見守り：どの子にも
地域みんなで　声かけを
⑧地域との関わり：参加して　深
める絆　地域の輪
子どもと一緒に大人も自らの生

活を振り返り、輝くおかやまっ子

を育んでいきましょう。

（教育委員会）

校
生
代
表
か
ら
歓
迎
の
言
葉
を
お
く
ら
れ
た

後
 
新
入
生
を
代
表
し
て
グ
リ
ü
ン
環
境
科

の
永
禮
将
椰
く
ん
が
宣
誓
を
行
い
 ﹁
校
則

を
守
り
 
生
徒
と
し
て
の
本
分
を
忘
れ
ず
 

勉
学
に
励
み
 
人
と
し
て
向
上
し
て
い
く
﹂

と
い
う
言
葉
は
 
入
学
の
強
い
決
意
を
感
じ

取
れ
る
も
の
で
し
た
 
式
の
締
め
く
く
り
と

な
る
 
校
歌
斉
唱
で
は
 
在
校
生
の
代
表
が

ス
テ
ü
ジ
上
か
ら
斉
唱
し
新
入
生
に
勝
間
田

高
校
の
校
歌
を
紹
介
し
ま
し
た
 
式
後
 
そ

れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ス
で
は
 
担
任
が
お
祝
い
の

言
葉
と
こ
れ
か
ら
始
ま
る
高
校
生
活
の
心
構

え
を
話
し
ま
し
た
 
在
校
生
 
教
職
員
一
同
 

新
入
生
が
早
く
勝
間
田
高
校
で
の
生
活
に
慣

れ
共
に
成
長
し
て
い
け
る
よ
う
に
応
援
し
て

い
ま
す
 

▼
表
紙
は
 
在
校
生
の
お
兄
さ
ん
・
お
姉

さ
ん
と
一
緒
に
入
場
し
た
勝
央
北
小
学
校

の
新
１
年
生
で
す
 
緊
張
し
た
面
持
ち
な

が
ら
 
元
気
い
c
ぱ
い
の
声
で
返
事
や
あ

い
さ
つ
が
で
き
て
い
ま
し
た
 

▼
こ
の
度
 
新
し
く
広
報
紙
の
担
当
に
な

り
ま
し
た
 
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と

ば
か
り
で
す
が
 
皆
さ
ま
に
と
c
て
親
し

み
や
す
い
﹁
広
報
し
�
う
お
う
﹂
を
お
届

け
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
ま
す
の

で
 
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
 

人　口１１，２３７人
（−２２）

男　５，４１４人
女　５，８２３人

世帯数 ４，５２２世帯
（−２）

※（ ）内は前月比

世帯数

と

人 口
平成２９年４月１日現在

広報 しょう
お
う

2
0
1
7

5
月
号

平
成
2
9
年
5
月
1
日
発
行

編
集
・
発
行
／
勝
央
町
役
場
総
務
部

〒
７
０
９
－４
３
１
６
岡
山
県
勝
田
郡
勝
央
町
勝
間
田
２
０１

蕁
０
８
６
８
－
3
8
－
3
1
1
1
蕭
０
８
６
８
－
3
8
－
3
1
2
0

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w

w
w
.to
w
n
.s
h
o
o
.lg
.jp

ま
ち
の
花
つ
つ
じ

ま
ち
の
木
か
　
し

24

実
剛
健
﹂
に
つ
い
て
話
を
さ
れ
ま
し
た
 

﹁
こ
の
言
葉
の
よ
う
に
飾
り
気
が
な
く
ま
じ

め
で
た
く
ま
し
い
人
に
な
c
て
欲
し
い
﹂
と

メ
Ã
セ
ü
ジ
を
送
ら
れ
ま
し
た
 
新
入
生
は

真
剣
な
表
情
で
聞
き
入
c
て
い
ま
し
た
 
在

育
園
が
始
ま
り
ま
し
た
！

勝
間
田
保
育
園

保

砂遊び楽しいよ！

平
成
２９
年
４
月
４
日
に
 

﹁
入
園
・
進
級
お
祝
い
の
会
﹂

が
あ
り
 
今
年
度
が
ス
タ
ü

ト
し
ま
し
た
 
６０
人
の
新
し

い
お
友
だ
ち
を
迎
え
 
２
２

９
人
で
ス
タ
ü

ト
し
ま
し

た
 
進
級
し
た
子
ど
も
た
ち

は
 
大
き
い
ク
ラ
ス
に
な
c

た
喜
び
を
体
い
c
ぱ
い
に
表

し
 
友
だ
ち
と
楽
し
そ
う
に

遊
ん
で
い
ま
す
 
ま
た
 
新

入
児
の
子
ど
も
た
ち
は
 

ち
�
c
ぴ
り
大
き
め
な
真
新

し
い
帽
子
姿
が
 
と
て
も
か

わ
い
ら
し
い
で
す
 

﹁
お
か
あ
さ
ん
が
い
い
﹂

﹁
お
う
ち
へ
か
え
り
た
い
﹂

Ｃ

▼
こ
の
度
 
人
事
異
動
で
広
報
紙
の
担
当

を
離
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
 
担
当
し

た
３
年
間
で
 
取
材
を
は
じ
め
と
し
た
さ

ま
ざ
ま
な
広
報
業
務
を
経
験
す
る
こ
と
が

で
き
 
こ
の
経
験
が
私
を
成
長
さ
せ
て
く

れ
た
と
思
c
て
い
ま
す
 

広
報
紙
の
紙
面
づ
く
り
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
多
く
の
皆
さ
ま
に
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
 
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
 

今
後
も
紙
面
を
通
じ
で
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
な
ど
を
皆
さ
ま
に
お
知
ら
せ
し
て
い
き

ま
す
の
で
 ﹁
広
報
し
�
う
お
う
﹂
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
 

ひ


